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特集：■平成 22年度秋季学位記授与式・卒業式
　　　■平成 22年度秋季入学式
　　　■卒業生のための新プログラムスタート！ 
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本部人材育成課

「事務職員等の人事・組織・業務の
改善に関する職員アンケート調査」
の実施について

　平成 16 年度の法人化を契機に、本学では「事務職員
等の人事・組織・業務の改善プラン」（改善プラン）が
策定され、その後、逐次改訂を重ねながら、着実な実施
を図ってきました。
　それから６年を経て、本年３月には、濱田総長が新た
な将来構想「行動シナリオ」を公表し、その重点テーマ
の一つとして『プロフェッショナルとしての職員の養成』
を位置付けています。国立大学法人全体としても、本年
度から新たに第二期中期目標期間を迎え、その真価が問
われる段階に至っている一方、政府予算が大幅に削減さ
れる恐れが生じ、経営環境は厳しさを増しています。
　このような中、「行動シナリオ」を積極的に推進する
ため、職員人事及び事務組織に関する担当理事である私
の下、関係部課長や事務長等からなる検討部会を設置し、
改善プランの見直しに着手しています。見直しの基本的
観点は、①教職員の意識・職能・組織の在り方を見直し、
「教職協働」の理念をいかに具体化するか、②世界最高
水準の教育研究活動を支える体制をいかに構築するか、
③グローバル・キャンパスの実現のため、職員及び事務
組織の国際化対応能力をいかに高めるか、④業務全般の
見直し・効率化をどのように進めるかの四つです。
　この度、こうした見直しの作業の一環として、職員の
皆様の意識を把握するため、全学の常勤職員を対象に、
平成 22 年８月 25 日から９月 15 日にかけてアンケート
を実施いたしました。その結果、回答者は 1,365 名（全
体の約７割）に上り、自由記述式の設問についても多数
の貴重なご意見をいただくことができました。日々の業
務繁忙の折、多くの方々の御協力をいただいたことに厚
く御礼申し上げます。
　今後、アンケートの回答内容を十分に分析し、その結
果を基礎資料として、これまでの改革の成果と課題を検
証しつつ、更なる改善方策の在り方について具体的な検
討を進めていきたいと考えています。また、アンケート
結果については、できるだけ速やかに概要を取りまとめ、
教職員の皆様にお知らせする予定です。
　「行動シナリオ」の推進に向けて、どのように望まし

い職員像を描き、その実現を図っていくべきか、引き続
き御理解・御協力をお願いいたします。

平成 22 年９月
理事　久保　公人

【本件連絡先】
本部人材育成課　内線：22059
E-mail：jinjidai2@adm.u-tokyo.ac.jp

一一般ニュース

一般

本部管理課

柏インターナショナルロッジで日本
文化体験イベントを開催

　柏ロッジでは相談主事（小貫元治特任准教授）とその
家族が中心となり、年数回の交流会に加え、柏キャンパ
ス内各部局や柏市、地域ボランティア団体、柏市在住芸
術家の協力を得て、居住者に多様な日本文化を体験して
いただくべく様々なイベントを開催している。
　７月７日（水）には物性研究所国際交流室と共催で、
柏グッドウィルガイド協会（会長・松田月子氏）のご
協力のもと、浴衣の着付け体験イベントを行った。平日
の昼間という時間帯にも関わらず、研究者のご家族や学
生など 23 名が参加した。浴衣の着付けを体験した後に
は、点茶体験や柏市のご当地民踊『柏おどり』のレッス
ンを楽しんだ。

色とりどりの浴衣を身にまとった参加者たち

　その後、居住者有志の熱心な要望もあり、松田氏のご
紹介のもと柏市民踊連盟会長でもある富泉流家元・富泉
旭連先生をお招きし、３回にわたり柏おどりの集中レッ
スンを行っていただいた。７月 25 日（日）に行われた
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柏市最大の夏祭りイベント・柏まつりの柏おどりパレー
ドには柏ロッジから６名が参加し、艶やかな着物に身を
包み、祭りに彩りを添えた。

柏市本部テントを表敬訪問する参加者たち

　旭連先生による日本舞踊レッスンは参加者を 12 名に
増やし、11 月の発表会に向け、鳴子や舞扇を使用した
新しい踊りの稽古を重ねている。
　９月４日（土）には柏市柏の葉在住の筝曲生田流演奏
家・平野葉子氏を講師にお迎えして、筝曲レクチャーコ
ンサートを開催した。ロッジ居住者だけでなく柏市関係
者や学内関係者など合わせて 50 名が参加した。
　現代曲や古典曲を織り混ぜて数曲を演奏していただい
たのち、筝の構造や調弦方法、歴史などをご説明いただ
いた。演奏後の質疑応答の時間は、参加者から積極的な
質問がつづき、それぞれに西洋音楽と邦楽の違いを興味
深く洞察し、関心を持ったようであった。平野氏にとっ
ても日本人と外国人の曲に対する印象の相違点を発見す
る面白い機会になったようであった。

幻想的な筝の音色に耳を傾ける参加者たち

　柏ロッジでは、今後もその恵まれた地域特性を活かし
て、居住者のために様々な日本文化体験イベントを行っ
ていきたいと思う。

一般

本部環境安全課

「東京都・文京区合同総合防災訓練」
開催される

　８月 29 日（日）９時から文京区内の東洋大学白山校
舎、白山通り、本学本郷キャンパスなどの施設を利用し
て、東京都・文京区合同の総合防災訓練が行われた。
　本訓練は、東京都が区・市、関係機関との連携の強
化と地域防災の向上を図るために毎年開催しているもの
である。今年は震度６弱以上の首都圏直下型地震が発生
し、道路や鉄道などの交通網が寸断、電気・水道・ガス・
通信等のライフラインの遮断等が発生したという想定の
もと、会場の一つとなった安田講堂前では本物そっくり
の“倒壊家屋” ８棟を設置しての救出・救助訓練、医学
部附属病院ではヘリコプターでの救急搬送訓練が行われ
た。
　当日は猛暑の中、石原慎太郎東京都知事も視察に訪れ、
地域住民約 400 名が訓練に参加した。本学からも田中明
彦理事・副学長（危機管理担当）、小島憲道理事・副学
長（環境安全担当）が視察され、また、「東大教職員隊」
として５名が参加し、消防署員の指導のもと、消火活動
などを行なった。

安田講堂前銀杏並木通りに倒壊家屋８棟が出現！

視察に訪れた石原東京都知事
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ポンフﾟの使い方を聞く「東大教職員隊」

一般

産学連携本部

平成 22 年度第 1 回東京大学産学
連携協議会 アドバイザリーボード
ミーティング開催される

　８月 30 日（月）15 時より、平成 22 年度第 1 回東京
大学産学連携協議会アドバイザリーボードミーティング
（以下ABM）が、本部棟 12 階大会議室で開催された。
　東京大学産学連携協議会とは、産業界と東京大学の
双方向のプラットフォームとして、2005 年１月に（社）
日本経済団体連合会のご協力を得て設立したものであ
り、設立当初約340社だった会員数も現在（2010年９月）、
700 社にまで増加している。
　ABMは、総長並びに理事と産業界アドバイザーで構
成され、両者が産学連携に関わることだけでなく、本学
の運営全般についても意見交換を行う場で、今年度で５
期目となる。
　今回は平成 22 年度の初回であることから、６名の本
学理事の自己紹介と、５名の産業界アドバイザーより「東
京大学への期待」が述べられた。
　濱田総長の挨拶の後、６名の理事からは、「経済のグ
ローバル化が進み、大学には今まで以上に世界で活躍で
きる人材の育成が求められているが、今どきの学生は海
外に行きたがらない。就職試験の面接は英語で行うとか、
留学経験をもつ学生は就職に有利になるなど、企業側か
ら付加価値をつけてもらえると、学生の意識が変わって
くるのではないか」等の意見が出た。
　その後、影山産学連携本部長より「2009 年度の共同
研究は前年度に比べて金額は減ったものの、件数は増え
ている。とりわけ海外企業との共同研究が増え、国も欧
米のほかアジア、中東と幅広い。今後とも国際的産学連
携活動を進めていきたい」と活動報告があった。
　産業界アドバイザーから東京大学への期待として、「外
国人の教員数や留学生の比率を上げて一層の国際化を進
めるべきである」「日本が技術立国として世界と競争す
るためにも、博士課程に進む学生（特に工学系）を増やし、
人材育成に力を入れてほしい」「研究者の周辺で実用化
やビジネス化を行う専門家集団が学内に必要なのではな
いか」「東京大学は総合大学であり、多様性に強みがあ

るのは良いが、東京大学ならではの『売り』も作るべき
ではないか」「世の中全体の仕組みを作り変え、新しい
価値を生み出し開拓していく精神を持った人材の育成に
注力してもらいたい」等の多くの貴重な意見があった。
　ABM終了後、17 時 30 分より医学部教育研究棟 13 階
のカポ・ペリカーノで懇談会が行われ、活発な意見交換
が行われた。

ABMで議論する産業界アドバイザー

第 5期 ABMメンバー。前列左から：西山 徹氏（味の素㈱技術特
別顧問）、川村 隆氏（㈱日立製作所会長）、濱田純一総長、榊原定
征氏（東レ㈱会長）、氏家純一氏（野村ホールディングス㈱会長）、
坂根正弘氏（㈱小松製作所会長）。後列左から：松本洋一郎理事（副
学長）、久保公人理事、田中明彦理事（副学長）、佐藤愼一理事（副
学長）、小島憲道理事（副学長）、江川雅子理事、影山和郎産学連
携本部長

一般

本部奨学厚生課

本郷第二食堂及び銀杏メトロ食堂リ
ニューアル

　本郷キャンパス内の第二食堂及び銀杏メトロ食堂のイ
ス・テーブル等が今夏リニューアルされた。
　本改修は、東京大学消費生活協同組合から東京大学基
金への寄附により行われたもので、2009 年度の第二食
堂リニューアルオープンから継続する改善計画の一環で
あり、イス・テーブルを新調するだけではなく利便性の
向上に配慮したレイアウト変更も行った。
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　第二食堂においては、窓側に一人でも利用がし易いカ
ウンター形状の座席や、ソファータイプのボックス席を
新設し、利用者のニーズに幅広く対応できる空間となっ
た。また、イスの形状を考慮し、老朽化した空調設備を
撤去することにより、通路幅を広く確保した。その他、
ロールスクリーンを設置することにより、パーティール
ームとしての環境を整えた。

一人でも利用しやすい第二食堂の窓側席

　銀杏メトロ食堂においては、窓側に一人での利用がし
やすいカウンター形状の座席を設けつつ、テーブルのサ
イズを従来のものより大きく変更したが、利用しにくか
ったスペースをなくす配置の工夫をし、座席数を減らす
ことなく利用効率を向上させている。

利用空間が広く確保された銀杏メトロ食堂

　これ以外にも、中央食堂の食器洗浄機を更新し、さら
に東大生協が独自に更新した調理機器「ゆで麺機」を活
用し食事提供の充実化が図られている。
　昨年度の第二食堂リニューアル以降、食環境の改善に
対しては好評を得ている。今後も各食堂の特性を生かし
た空間作りと、利便性の向上に向けた取り組みを続けて
いく。

一般

地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）

Ｇ空間 EXPO　（“いつ・どこ情報”
で暮らしが変わる、未来を創る）が
開催される

　９月 19 日（日）から 21 日（火）の会期で、パシ
フィコ横浜（横浜市みなとみらい）において、Ｇ空間
Expo が開催され、地球観測データ統融合連携研究機構
（EDITORIA）と海洋研究開発機構（JAMSTEC）が共
同でブースを出展した。Ｇ空間の Gは、geo-informatics
（地理情報学）を表しており、Ｇ空間社会とは「いつでも・
どこでも・だれにでも」地理空間情報を活用して、安心
で便利な生活を送ることができる社会を指している。そ
のようなＧ空間社会の今、そして近い将来に実現するさ
まざまな技術・サービスを体験することで、一般の方々
にＧ空間社会に対する理解をより深めていただく目的で
開催された。９月の連休中ということもあり、会場には、
小さな子供から大人まで多くの人が訪れ３日間の来場者
数は、延べ 36,819 人にのぼる大きなイベントであった。
　会場内は「はかる」「つくる」「まもる」「ひろがる」
という展示ゾーンに分かれており、当機構（EDITORIA）
は、その中の未来に「ひろがる」ゾーンに、展示ブース
を設けて、文部科学省から受託している国家基幹技術（海
洋地球観測探査システム）プロジェクト「データ統合・
解析システム（DIAS）」の紹介を行った。

初日（９月19 日）の展示ブースと説明スタッフ

　今回の展示では、当機構の空間情報科学研究センター
柴崎研究室チームから、データの相互流通性を実現支援
するためのシステムとして、オントロジー情報（専門用
語・概念や地理空間に関する共通知識）やメタデータ
（データを説明するカタログ情報）を用いた、データ間
連携情報システムの開発について紹介した。また、工学
系研究科小池研究室チームからは、アジアやアフリカの
水問題解決のために、衛星、地上における地球観測デー
タ、数値気象予測モデル、気候予測モデルの出力データ、
地理情報、社会経済情報などを統合的に用いて、水災害
の軽減および統合的水資源管理に有用な情報を社会に提
供していく仕組みについて、その研究成果を分かりやす
く紹介するポスターが出展された。
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　なお、G空間 Expo ホームページは次の URL をご参
照ください（http://www.g-expo.jp/ ）。また、記事内容
についてのお問い合わせは、地球観測データ統融合連携
研究機構（EDITORIA）事務局までお願いいたします。
電話：03-5841-6132　
EDITORIA Website: 
http://www.editoria.u-tokyo.ac.jp/

一般

海洋アライアンス

第 11 回海洋アライアンス・イブニ
ングセミナー開催

　９月 21 日（火）、本郷キャンパス旧理学部 1号館で第
11 回海洋アライアンス・イブニングセミナーが開催さ
れた。同セミナーは、海洋アライアンスメンバーの相互
理解を図ると同時に親睦を深めることを目的に各自の研
究を紹介し合うものである。
　今回は特別に海洋学際プログラムを履修する大学院生
達に発表を依頼した。彼らは農学生命科学研究科の佐野
光彦教授の呼びかけに賛同した「海洋生物の多様性保
全と利用に関する学生フォーラム」のメンバーで、10 月
に行われる生物多様性条約第 10 回締約国会議（以下、
COP10）のサイドイベントでポスター発表を予定して
いる。イブニングセミナーはその予行演習でもある。
　今回の発表に先立ち、７月には浜名湖にある農学生命
科学研究科附属水産実験所で２泊３日の合宿を実施し、
鈴木譲教授をはじめとする同実験所のスタッフや講師か
ら熱心な指導を受けてきた。さらに夏休み中にも領域を
超えたディスカッションを重ねてきたことから、発表内
容は大変充実していた。以下に３つの発表の概要を示す。

第１班「海洋保護区：自主管理している人々の本音」
発表者：井嶋浩貴 *、本宮佑規、入江敏弘、寺井良太、
　　　　須山友貴、松本優衣
　千葉県や伊豆大島の漁業協同組合を対象としたインタ
ビューを通して、漁業協同組合が設けている保護区の
実情を紹介するとともに、それらの保護区は生物多様性
を意図したものではなく、漁業資源保全のために昔から
行っている管理方法であることを解説した。

* 井嶋氏は横浜国立大学からの参加

第２班「生物多様性レシピ：未来につながる今日のごはん」
発表者：大里和輝、緒方悠香、神山龍太郎、菅澤承子、
　　　　持留宗一郎
　魚種ごとの資源量と人口からエコスコアーを算出し、
低利用魚種と高利用魚種の消費バランスの是正を提案し
た。本番のポスター発表では、そのためのレシピが紹介
される予定である。

第３班「里海：21 世紀の海と人」
発表者：橋本英奈、三上翔太、伊藤　翔、小薗健太、

　　　　牧野　梓、松原直哉
　白保（沖縄県）、中津干潟（大分県）、盤洲干潟（千葉
県）など里海活動が活発な地域の実態を調べた。それら
の調査から得られた知見を通して生物多様性の保全活動
が持続する理由と出来ない理由を考察した。

　参加した教員からの温かくも厳しい指摘に耳を傾ける
学生達の表情は真剣そのもので、COP10 での発表が大
いに期待できるものであった。
　なお、本誌が発行される頃には終了しているのだが、
COP10 は 10 月 11 日（月・祝）～ 29 日（金）に名古屋
国際会議場で開催される。「海洋生物の多様性保全と利
用に関する学生フォーラム」のポスターはメイン会場の
脇にある白鳥公園会場で 10 月 23 日（土）～ 28 日（木）
の期間、展示される。

　第 12 回イブニングセミナーは 11 月開催予定です。詳
しくは海洋アライアンスホームページを御覧下さい。多
くのご参加をお待ちしています。
海洋アライアンスホームページ：
http://www.oa.u-tokyo.ac.jp/

学生による発表風景

一般

本部留学生・外国人研究者支援課

株式会社アサツー ディ・ケイ代表創業者と東
京大学アサツー ディ・ケイ中国育英基金奨学
生秋季修了者、本学関係者の懇談会の開催

　９月 22 日（水）、株式会社アサツー ディ・ケイ（以下
ADK）本社において、「株式会社アサツー ディ・ケイ代
表創業者と東京大学アサツー ディ・ケイ中国育英基金
奨学生秋季修了者、本学関係者の懇談会」が開催された。
　この懇談会は、第 1期生（2006 年 10 月入学）の修了
以来、本学を会場に行われてきたが、昨年より、秋季
修了者については、寄附者であるADK稲垣正夫代表創
業者のご厚意によりADK本社で開催されることになっ
た。
　懇談会には、稲垣代表創業者及び ADK 関係者、本
ADK中国育英基金奨学生秋季修了者３名、小島憲道理
事（副学長）等本学関係者が出席した。稲垣代表創業者
から修了者に対して、日中両国友好のために指導的な立
場に立って、活躍することを大いに期待する旨の激励が
あった。続いて修了者は、これまでのADKからの多大
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なご支援に対し謝辞を述べ、今後の決意表明を行った。
　歓談後、記念品の授与が行われ、終始和やかな雰囲気
の中、閉会となった。

懇談会の後、一同揃っての記念撮影

一般

本部奨学厚生課

豊島学寮・白金学寮が閉寮

　９月末をもって、東京大学豊島学寮（男子寮）及び白
金学寮（女子寮）が閉寮となった。それぞれ48年と 44年
という長い歴史の中で多くの学生を支え、見守り続けた
学寮との別れを惜しみ、豊島学寮では今年６月に同窓会、
白金学寮では８月にさよならパーティーが開催された。
　豊島学寮においては昭和 29 年度から平成 21 年度の卒
寮生が約 300 名訪れた。閉寮という最後の機会に招待を
受けたＯＢ達は、歴史を繋いだ現寮生達に感謝の気持ち
を抱きつつ、懐かしい時を過ごしていた。
　開会式では、昭和 38 年から調理師として寮生の健康
を支え続けた古川淳一さんからの挨拶があり、その功績
を称える拍手と歓声が鳴り響いた。

豊島学寮同窓会開会式での古川さんの挨拶の様子

　白金学寮においては 50 数名が参加し、比較的広い寮
食堂で立食とならざるを得ないほどの盛況ぶりであっ

た。ＯＧ持ち寄りの貴重な写真が披露され、出席者一同、
感慨にひたっていた。
　また、昨年の白金学寮ホームカミングパーティーで、
有志が文集を作成することを提案し、現役寮生のサポー
トを得て完成した白金学寮廃寮記念文集が配付された。
現在、白金学寮同窓会の立ち上げに向けて、準備を進め
ているところである。

白金学寮正面玄関の様子

　いずれにおいても、各世代の卒寮生から在寮生に対す
る感謝と激励の言葉がかけられ、こうした絆に、学寮が
まさに「タフな学生」を育てる教育の場として最も相応
しい施設の一つであることを実感できる催しとなった。
　なお、両寮の一部の在寮生はこのたび新たに追分学寮
（文京区向丘）跡地に建設された「追分国際学生宿舎」
で新たな生活をスタートさせることになる。

部部局
ニュース

部局

総合研究博物館

放射性炭素年代測定室が博物館に所
属

　全学委員会の見直しに基づいて、平成 22 年３月末を
もって、「放射性炭素年代測定装置委員会」が廃止された。
この委員会は、昭和 35 年本学に初めて導入された年代
測定装置の維持、管理を行うことを主な目的として、評
議会決定により昭和 42 年に発足した。最近は、全学の
年代測定支援組織としての年代測定室の運営が主な任務
となり、同時に全学の年代測定研究者及び利用者が本学
における年代測定研究のあり方について議論し、関係部
局と協力して、年代測定に関わる研究と教育を推進する
役割を果たすものであった。
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　この委員会の廃止に伴い、年代測定室は、本年４月よ
り総合研究博物館研究部に所属することとなった。また、
全学委員会が果たしてきた年代測定推進の役割を引き継
ぎ、新たな発展をめざして、本館に放射性炭素年代測定
室運営委員会が設置された。同委員会は、本館だけでな
く、年代測定に関係する学内の５研究科、３附置研究所
の委員 14 名から構成され、第１回委員会で本館吉田邦
夫准教授が委員長に選出された。年２回程度の開催を予
定している。
　現在、測定室では、工学系研究科原子力国際専攻が管
理するタンデム型イオン加速器に設置されているAMS
（加速器質量分析）装置を用いて年代測定を行っている。
様々な分野で正確な時間軸を設定することは研究の根本
であり、年代測定装置は基幹設備である。より微量の試
料で、誤差の小さい測定をたくさんの試料について行う
ために、年代測定専用機の導入を計画している。本館が
推進するマクロ先端オープンラボ構想を構成する重要な
要素として位置づけられている。
　また、測定室では、学内からの年代測定依頼を随時受
け付けている。所定の測定実費を支払うことにより年代
測定が可能である。

　年代測定室に関するお問い合わせは下記にお願いいた
します。
問い合わせ先　総合研究博物館 放射性炭素年代測定室
　　　電話（Fax 兼用）内線 28450（吉田・宮崎・清田）
　　　e-mail：nendai@um.u-tokyo.ac.jp

部局

情報基盤センター

「スーパーコンピュータの最前線を体
験しよう！」が開催される

　７月 14 日（水）に、情報基盤センター主催による高
校生向けスパコンセミナー「スーパーコンピュータの最
前線を体験しよう！」が開催され、埼玉県立春日部高等
学校、同 大宮高等学校、開成高等学校の３校から、引
率教員も含めて合計 89 名が参加した。
　当日は講演（於工学部２号館）とT2K オープンスパ
コン（東大）見学の２部構成で、第１部では石川裕セン
ター長によるセンター紹介の他、古村孝志教授（情報学
環／地震研究所）、森下真一教授（新領域創成科学研究
科）に地震シミュレーション、ゲノム解読に関する講演
をお願いした。生徒達が熱心に講演に聴き入り、高校生
離れした鋭い質問を発するのが印象的であった。最早日
常語となった「スパコン」であるが、身近な現象の解明
に直接役立つことを初めて知った生徒も多かったようで
ある。セミナー終了直後に各校の教員との意見交換の機
会があり、生徒達の旺盛な知識欲に応えるには、「教員
に対する教育」が重要であるという意見があった。
　この意見交換会を通じて、高校生向け並列プログラミ
ング講習会の話が持ち上がり、８月 23 日（月）～ 25 日

（水）に３高校の生徒 10 名（教員２名）を対象とした講
習会を早速実施した。参加者の多くは計算機やプログラ
ミングの全くの初心者であったが、最終日には高度な並
列プログラミングをマスターし、スパコンを使いこなせ
るようになり、高校生の知識吸収の速さに大いに驚いた
次第である。
　情報基盤センターは、全学的なHPC教育のための「学
際計算科学・工学人材育成プログラム」を関連部局と協
力して推進しているが、大学院で並列プログラミングを
学習しても、それを研究に結びつけることはなかなか難
しい。今回、モチベーションと適切な題材があれば、高
校生でも充分に並列計算プログラミングを理解、習得で
きることが示された。今後も各高校、自治体と協力して
今回の講演会、講習会などの催しを積極的に開催し、未
来を担う人材の育成に役立てて行きたい。

熱心に聴講する高校生達（於工学部２号館 213号室）

T2Kオープンスパコン見学の様子（於情報基盤センター）

部局

大学院工学系研究科・工学部

第４回SEL成果発表会が開催される

　工学教育推進機構（CIEE）が大学院工学系研究科の
院生および工学部３、４年生を対象として主催してきた
SEL（スペシャル・イングリッシュ・レッスン）は、各
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方面からの強い要望により、本年度から本郷キャンパス
の全学学生が対象となった。夏学期（５～７月）には本
郷キャンパス内のあらゆる研究科・学部から 400 名の受
講生が登録し、週の授業数は 50 コマにのぼった。
　７月 16 日（金）18 時 30 分より、工学部２号館 213
号大講堂において 10 週間にわたる英語学習の成果発表
会が開催された。江川雅子理事の挨拶の後、SEL ティー
チング・アシスタントの司会と進行補助により各クラ
スが数分間という短い時間の中でプレゼンテーション、
ディベート、寸劇、朗読、クイズなど趣向を凝らした発
表を披露した。発展途上国支援プロジェクトの提案を想
定したプレゼンテーションでは、英語力のみならず独創
的な議論にも目を見張るものがあった。「大きなカブ」
を演じたクラスは、授業で学習した道順を尋ねる表現を
取り入れ熱演し、会場は笑い声に包まれた。発表会後は
ロビーのテーブルを囲んで各英語学校の講師、スタッフ、
受講生たちが入り交じって歓談し、親睦を深めた。
　ほとんどの受講生にとって、大きなホールの舞台上で
英語を話すというのは初めての経験であったが、発表会
後のアンケートによると、準備・練習を含め発表を楽し
んだようである。また、多くの受講生が今回の発表を「よ
い経験になった」と答えている。発表を終えた受講生た
ちの興奮冷めやらぬ様子からは、大観衆の前で英語を披
露したという達成感と自信が窺えた。
　冬学期講座は 11 月第１週からスタートする。詳しい
情報は SEL の HP（http://www.sel-ut.com/）に掲載中。

開会挨拶をする江川理事

成果発表の１コマ

司会の留学生ＴＡ

部局

大気海洋研究所

「設立・新研究棟竣工披露記念式典、
施設見学会、祝賀会」開催

　７月 21 日（水）に、大気海洋研究所の設立を祝うと
同時に、中野区にあった旧海洋研究所が柏キャンパス
に移転し新しい研究棟が竣工したことを披露する記念式
典、施設見学会、および祝賀会が開催された。
　大気海洋研究所は、海洋に関する基礎的研究を行うこ
とを目的に 1962 年に設置された海洋研究所と、気候シ
ステムに関する研究を行うことを目的に 1991 年に設立
された気候システム研究センターが統合して出来上がっ
た組織であり、海洋研究と大気研究が結合することによ
り地球を包括する研究が有機的に発展することが期待さ
れている。

西田睦大気海洋研究所長による式辞

　記念式典では、本学を代表しての濱田純一総長の挨拶
に引き続き、坂本森男千葉県副知事、倉持隆雄文部科学
省審議官（現研究振興局長）、加藤康宏海洋研究開発機
構理事長のご祝辞を賜った。その後、新研究棟建築に尽
力された企業の代表である清水建設代表取締役宮本洋一
社長に西田睦大気海洋研究所長から感謝状が贈られた。
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新研究棟内を見学する来賓たち

　新研究棟の基本設計は、大野秀敏新領域創成科学研究
科教授によるものであり、海と船をイメージした青と白
を基調とするデザインとなっている。また、所内各所に
歴史的な海洋観測機器や標本を展示するスペースが用意
され、来訪者を飽きさせることがない。祝賀会を行った
１階エントランスホールは、研究領域の広がりを印象づ
ける７階までの吹き抜けとなっており、多目的スペース
の役割が備わっている。記念式典および施設見学会に引
き続いて行われた祝賀会にも、大和裕幸新領域創成科学
研究科長をはじめ関係機関・部局、学会の代表者の方か
ら数多くのご祝辞を賜り、親しく歓談する機会を得て、
和やかなうちに滞りなく関連行事を終了させることがで
きた。エントランスホールの多面的機能が存分に発揮さ
れ、今までとは趣の異なる華やかな新研究所を関係者に
印象づけたものと思う。

１階エントランスホールにおける祝賀会の様子

部局

大学院工学系研究科・工学部

イアエステ（IAESTE）研修生歓迎会
の報告

　７月 23 日（金）、本学本郷キャンパス生協第二食堂に
て、イアエステ（IAESTE）研修生の歓迎会が行われま
した。イアエステは理工農薬系学生のための国際イン
ターンシップを仲介している国際非政治団体である。国
際的な広い視野を有するエンジニアを養成することを目
的として、1948 年以来、ヨーロッパを中心に活動を続
けている。ユネスコ、国際経済社会理事会及び国際労働
機関を諮問団体として、４千社に及ぶ企業の後援を軸に、
現在世界 80 余カ国が加盟し、これまでに 30 万人近い学
生を相互に交換してきた。
　イアエステの日本委員会であるイアエステ・ジャパン
は、「日本の大学に在籍中の理工学系学生の諸外国にお
ける技術研修および諸外国の理工学系学生のわが国にお
ける技術研修を援助し、国際親善と相互理解の増進に寄
与すること」を目的としている。理事役員（東京大学等
の維持校教員や賛同企業の関係者）の指導の下、事務局
職員と学生ボランティアによって運営されている。
　本学では、海外への学生の派遣の他に、日本での受け
入れも行っている。2010 年度には、関東地区でドイツ、
スイス、イギリス等から 46 名の研修生を受け入れた。
研修期間は個々人で異なるが、多くは７月から９月にか
けて行われる。研修生には、イアエステの日本人学生ボ
ランティアが主に１名付き、滞在中のサポート等を行っ
ている。
　今回実施された歓迎会は、工学部における学生、教職
員および卒業生の親睦団体である丁友会と、イアエステ
によって共催された。18 時から 20 時まで開かれ、研修
生をはじめ、受け入れ研究室の関係者、学生ボランティ
アなど総勢約 50 名の方々に参加していただき、歓迎会
はとても盛況であった。また、研修生や、大学関係者の
とても良い交流の場ともなった。

2010 年度イアエステ研修生歓迎会
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部局

情報基盤センター

学際大規模情報基盤共同利用・共同
研究拠点第１回シンポジウム開催され
る

　情報基盤センターでは、９月１日（水）山上会館に於
いて「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第１
回シンポジウム」を開催し、137 名の参加者（大学 85、
独法等研究機関 18、企業他 34）を迎えて盛会のうちに
行われた。
　「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点」（以下、
当拠点）とは、北海道大学、東北大学、東京大学、東京
工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学
にそれぞれ附置するスーパーコンピュータ（以下、スパ
コン）を所有する８つの共同利用施設を構成拠点とし、
東京大学情報基盤センターがその中核拠点を担う「ネッ
トワーク型」共同利用・共同研究拠点である。文部科学
大臣の認定を受け、平成 22 年４月より本格的に活動を
開始した。
　当拠点の発足により、構成８拠点は、従来の「全国共
同利用施設としてのリソースサービスの機関」から「各
拠点に所属する教員の研究テーマを軸に共同研究を実施
する機関」へと大きく転換した。当ネットワーク型拠点
の特長を活かして、これらの複数分野に亘る複合分野の
研究や、複数拠点のスパコンを利用した新しいチャレン
ジングな研究テーマへの発展にも期待できる。
　今回のシンポジウムでは、石川裕中核拠点長（本学情
報基盤センター長）の挨拶に始まり、８大学を代表して
松本洋一郎理事（副学長）の開催挨拶、倉持隆雄文部科
学省研究振興局長の来賓挨拶があった。次いで、当拠点
事業全体の概要説明および各拠点の活動と研究内容の紹
介が行われた。そして、今年度採択の 37 課題の研究内
容が、ポスターセッションにて各課題代表者から紹介さ
れた。なお、第２回シンポジウムは、理化学研究所 附
属計算科学研究機構（神戸）で、今年度の研究成果報告
が行われる予定である。

当拠点ホームページ
http://jhpcn-kyoten.itc.u-tokyo.ac.jp/

開催挨拶を行う松本理事（副学長）

来賓挨拶を行う倉持文部科学省研究振興局長

ポスターセッションの様子

部局

大学院教育学研究科・教育学部

京都大学教育学部と合同市民公開講
座（進路セミナー）を開催

　９月４日（土）13 時 30 分から、京都大学芝蘭会館稲
森ホールにおいて、京都大学教育学部と合同で、「学校
の先生」という仕事をテーマに、高校生、大学生、大学
院学生を主な対象にした進路セミナーを開催した。
　このセミナーは本学で開催している同様の進路セミ
ナーを、京都大学教育学部に紹介したことを契機に企画
が持ち上がり双方で合意に至ったものであり、京都大学
文学部、理学部、総合人間学部及び京都教育大学の協力
のもとに、京都府教育委員会、京都市教育委員会及び京
都新聞社の協賛・後援をいただいて開催されたものであ
る。当日は本学文学部、教育学部の教職員を含め 100 名
を超える参加者があった。
　セミナーは、田中耕治京都大学教育学部教授の司会進
行のもと、武藤芳照、辻本雅史、両大学教育学部長の挨
拶で始まり、田中容子京都府立園部高等学校教諭、佐藤
修東京都立調布南高等学校副校長、古結尚同志社中学校・
高等学校教諭、大井和彦本学教育学部附属中等教育学校
教諭、太田直人京都市立大藪小学校教諭、万野友紀京都
府立桃山養護学校教諭ら６名の講師陣がそれぞれの経験
や立場から講演を行った。
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開会の挨拶を述べる武藤芳照教育学部長

　講演の後には６名の講師陣が壇上に並び、予定時間を
超過するほどの熱心な質疑応答が行われ、最後に、今井
康雄本学教育学部附属中等教育学校長と前平泰志京大教
育学部教授から閉会の挨拶が述べられ、盛況のうちに終
了した。

質問に答える大井和彦附属中等教育学校教諭

閉会の挨拶を述べる今井康雄附属中等教育学校長

　また、セミナー終了後には、講師陣と参加者による交
流会も開かれ、時折笑い声も聞こえる和やかな雰囲気の
もとで講師陣に積極的に話しかける参加者の姿が目立っ
た。参加した学生からは、学校の先生を目指すうえで大

いに役立つセミナーであった等の感想が語られ、また、
講師陣からは現場の声を高校生や大学生の間近で伝える
ことができたことに感謝の言葉が寄せられた。
　武藤芳照本学教育学部長から、「教員を目指す学生等
のために、このような進路セミナーが各大学に広がり、
継続的に開催されることが重要である」との締め括りの
コメントをもって交流会は散会した。

部局

東洋文化研究所

平成22年度漢籍整理長期研修を実施

　東洋文化研究所附属東洋学研究情報センターでは、６
月 14 日（月）～ 18 日（金）及び９月６日（月）～ 10
日（金）の計２週間、漢籍整理長期研修を実施した。本
研修は、全国の大学図書館等職員に漢籍の整理技術を普
及する目的で、1980年から実施している。講義と実習は、
四部分類・目録法概説、中国書籍史、朝鮮本・和刻本の
解説、漢籍目録法・補修法実習など、幅広い関連知識を
習得できるように計画されている。講師として東洋文化
研究所の教員に加えて、京都大学人文科学研究所井波陵
一教授、麗澤大学藤本幸夫教授など８名の所外専門家の
協力があった。今年度は全国から９名が受講した。

漢籍目録法講義

漢籍補修法実習
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部局

大学院教育学研究科・教育学部

シンポジウム「新たなカリキュラムの
形成：これまでの研究・実践・政策を
踏まえて展望する」を開催

　教育学研究科附属学校教育高度化センターでは、９月
11 日（土）に、情報学環・福武ホールにて、主催シン
ポジウムを開催した。当センターで、今年度遂行してい
るプロジェクトの一環として行われたシンポジウムであ
る。
　当日は、残暑の中、200名を超える参加者が来場した。
例年、当センター主催シンポジウムは、大学関係者だけで
なく、初等中等教育の学校現場の教師、地方自治体の教育
委員会、教育センターといった教育行政関係者、出版社な
ど多岐にわたる立場の方々が参加し、様々な意見を交換す
る場となっている。当センタースタッフだけでなく、本研
究科の教員が登壇し、様々な議論を展開した。
　セッションⅠでは新学習指導要領の策定にも関わっ
た市川伸一教授と 21 世紀型カリキュラムについてカリ
キュラム研究を専門とする佐藤学教授による講演が行わ
れた。セッションⅡでは、言語力を育成するカリキュラ
ムと授業について秋田喜代美教授から、数学的リテ
ラシーと本センターでプロジェクトとして遂行し
ているフィンランドの教育について藤村宣之准教
授から、それぞれ研究の最前線が紹介された。さ
らに今回は、学校教育に限定せず、「生涯教育の立
場からの市民性教育」について牧野篤教授から、
「失業者に関わる臨床心理学の立場からのキャリア教育」
について高橋美保講師から、それぞれ提起され、新たな
カリキュラムの形成に示唆的な議論が展開された。最終
セッションでは、当日の議論を踏まえ、「誰がどのよう
にカリキュラムを形成するのか」を議論の中心に、教育
課程策定に至るプロセスと中央・地方の役割への再考の
必要性が大桃敏行教授から提起された。また「何のため
のカリキュラムか」を議論の中心に、現代の若者が抱え
る「不幸」を課題に取り上げ、新たなカリキュラムが克
服できるのか、というクリティカルな見解が本田由紀教
授より提起された。教育に関わる幅の広いテーマが取り
上げられ、さらに、まだ、試行されていない新学習指導
要領の次の指導要領策定へのグランドコンセプトの提言
を狙うという壮大なチャレンジではあったが、多くの参
加者から理解を頂き、盛会のまま、幕を閉じた。資料は、
当センターウェブサイトにて公開している。
http://www.p.u-tokyo.ac.jp/̃c-kodoka/

セッションⅢ　全体討論（全登壇者とフロアとの討議）

部局

大学院農学生命科学研究科・農学部

第12回森林管理技術賞を受賞

　９月 16 日（木）、平成 22 年度全国大学演習林協議会
秋季総会が九州大学医学部百年講堂において開催され
た。総会にて第 12 回森林管理技術賞の表彰式が行われ、
７名の技術職員が表彰された。東京大学からは、当研究
科附属演習林の後藤太成技術専門員（愛知演習林）と
五十嵐勇治技術専門職員（秩父演習林）が受賞した。

表彰式の様子（後藤技術専門員）

表彰式の様子（五十嵐技術専門職員）
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　森林管理技術賞は、大学演習林等における教育・研究
の発展ならびに教育・研究フィールドとしての演習林の
維持管理；森林管理技術の開発・技術の伝承・学術研究
材料の提供・研究資料の収集などに貢献した職員に授与
される。
　後藤太成技術専門員は、愛知演習林穴の宮試験地にお
ける長年にわたる量水観測の維持管理と愛知演習林量水
観測の精度向上及び教育研究支援に関する広汎な貢献、
五十嵐勇治技術専門職員は、東京大学演習林基盤データ
の植物部門整備と林内作業の安全性向上及び技術の継承
に貢献したことが評価された。

授賞式後の記念撮影

部局

東洋文化研究所

「近現代の日本・イラン関係について
の文書」展を開催

　９月 27 日（月）から 10 月１日（金）にかけて、東洋
文化研究所１階ホールにおいて「近現代の日本・イラン
関係についての文書」展と題するパネル展示が開催され
た。
　この展示会は、日本とイランの外交関係 130 周年行事
のひとつとして、在東京イラン大使館の協力で開催され
たものである。展示された写真パネルは、日本国政府特
別代表榎本武揚がイラン国王ナーセロッディンシャー
への拝謁が許された写真（1878 年）をはじめ門脇季光
新任駐イラン日本大使に関する日本国天皇陛下の信任状
（1954 年）など 32 点である。
　初日の 27 日には開会式が催され、イラン側からセイ
エッド・アバス・アラグチ駐日イラン大使とレザー・ナ
ザラハリー イラン外交史文書センター長、外務省から
上村司中東アフリカ局参事官、本学からは山田興一総長
室顧問がそれぞれ祝辞を述べ、羽田正本研究所長が挨拶
をおこなった。また、当日イラン側から貴重なペルシア
語図書 97 冊が本研究所へ寄贈された。

左から、上村司中東アフリカ局参事官、レザー・ナザラハリー イ
ラン外交史文書センター長、セイエッド・アバス・アラグチ駐日
イラン大使、羽田正本研究所長、山田興一総長室顧問

図書の寄贈。羽田正本研究所長 ( 左）、セイエッド・アバス・アラ
グチ駐日イラン大使 ( 右）
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http://pari.u-tokyo.ac.jp

13vol. Policy + alt
ポリシーアルト

※ この連載では、政策ビジョン研究センターが現在最も重要視しているトピックスを中心に、そのときどきのホットニュースを、当センターの取り組みの様子、活動状況などと共にご紹介していきます。

APEC 生命科学分野フォーラムで報告

　今年は APEC（アジア太平洋経済協力）
の首脳会合が日本（横浜）で開催されるこ
とから、APEC は最大の外交イシューの１つ
となっており、様々な政策と関連を持ってく
ることが予想されます。先月、APEC の産
業別対話の 1 つとして仙台で開催された、
生命科学分野フォーラムでは、森田朗教授・
当センター学術顧問が「高齢化社会を見据
えた医療制度のイノベーション課題と解決
の方向性」と題する講演をしました。
　このフォーラムは、生命科学分野におけ
るイノベーションを促しながら、国民に良
好な医療を持続的に提供するための医療制
度をメインテーマとし、ステークホルダーが
相互理解を深めて経済協力を進めるために
開催されました。生命科学分野は今年６月
に公表された「新成長戦略」にも取り上げ
られているように、今後わが国において、
環境とともに次世代の中核的産業を担う分

APEC 生命科学分野フォーラム

● 日時：9月19日（日）　 
● 場所：ウェスティンホテル仙台
● 主催：APEC（アジア太平洋経済協力） 

改革の方向性（森田教授 講演）
① 皆保険制度の維持
② 高度医療への個人負担
③ 規制改革等、民間へのインセンティブ提供
④ 医療情報資源のＩＴ化による効率的活用
⑤ 高齢化と医療技術進歩を踏まえた研究協力

野の１つとして大きな期待を集めています。
　森田教授の報告は、医療提供に必要とな
る財源確保についてのセッションで行われ
ました。APEC 諸国は、医療政策で共通の
課題に直面しています。主な課題は、医療
費の増大、患者と医療機関双方の要求の拡
大、普遍的・平等な医療サービスの要請、
財源の限界などですが、そのような課題の
解決を一層困難にするのが、高齢化社会の
到来です。高度の医療を平等に提供し、か
つ財政的に持続可能な制度はどのようなも
のなのでしょうか。税に基づく公的支出と
民間の保険を含む個人による負担の、どの
組合せがベストの解なのでしょうか。
　森田教授は、次の５つを改革の方向性と
して挙げました。①皆保険制度の維持。②高
度医療への個人負担の検討。③医療制度の
効率化を妨げている制度の改革─規制改革
等による民間の主体へのインセンティブの
提供。④ＩＴ化による医療情報資源の利活
用。⑤高齢化と医療技術進歩が加速してい
る現状と将来を見据えた、APEC 諸国での
研究協力。この報告は、高齢化社会、医

療ITの高度利活用、
医療分野における
イノベーションの促
進、とりわけ革新
的な医療機器の開
発の支援等、現在
当センターで進めて
いる研究成果の一
部を先取りして世界
に発信する試みとなりました。
　今回の報告内容は論文の形で公式 HP 上
に掲載する予定です。当センターは今後も
さまざまな媒体を通じて、大学における研
究の成果を世界に向けて発信していきます。

講演する森田教授

オーストラリア最古のシドニー病院前の銅像 イル・ポルセリーノ

有されている情報は氏名と生年月日のみです。
第２に、ID の不正利用を防ぐために、ID が搭
載されたカード等が発行されることはありませ
ん。第３に、利用は医療目的に限定されていて、
不正な利用等については罰則があります。国
民は ID の利用履歴を確認して、誤った履歴を
訂正できることになっています。
　当センターからは、日本における E-Health
の動向について紹介するとともに、学術的な
分析も踏まえて、プライバシー保護のあり方
などについて議論しました。また、秋山昌範
教授が日本における E-Health の実例を医療
安全とマネジメントの観点から説明しました。

　当センターでは今後も医療分野 ID について、オー
ストラリアをはじめとする世界の動向に注視し、上記
の観点から研究を続ける予定です。

　

　オーストラリア政府が進めている医療 ID に
関する新法制と実務について調査するため、9
月23日、オーストラリアE-Health推進公社を、
当センター主要メンバーが訪問しました。同公
社は、連邦制度を採用するオーストラリアに
おいて、州の垣根を越えて E-Health を推進す
るために設立された組織です。
　オーストラリアでは、E-Health 関連予算と
して向こう 2 年間で 467 億豪ドルが割り振ら
れましたが、その基礎となるのが医療分野に
限定された ID を設けるための連邦の法律
（Healthcare Identifiers Act 2010）で す。同
法律は、2010 年 6 月末に可決成立し、7月か

ら施行されました。施行からわずか数日の間
に、国民の約 97％に IDが配分されました。
　オーストラリアでは予算に占める医療費の増
大、高齢化の進展、そして医師をはじめとする
医療従事者の確保が難しくなっていることはも
ちろん、全国のさまざまな医療機関に保管さ
れている既往歴データを入手できないままの診
療では医療安全上問題がある、という判断か
ら、国民、医師、医療機関に ID（healthcare 
identifiers）が設けられました。ID を介して電
子的な診療記録を利用すれば、少なくともあ
らゆる退院歴の確認、効率的な検査の実施、
適切な処方、そしてより簡便かつ適切な医療
機関への紹介が可能になるという点で、診療
上のメリットがあると考えられています。この
ID は、16 桁のユニークな番号からなり、ID の
配分等の管理業務は、公的医療保険を所管す
るメディケア・オーストラリアが担当しています。
　この ID を導入するにあたっては、プライバ
シーの配慮が極めて大きな課題となりました。
オーストラリアでは、過去２回にわたって ID 導
入に失敗していることから、いくつかの対策が
講じられています。第１に、メディケア・オース
トラリアが、ID を管理していますが、そこで保

主な論点
① 医療分野に限定した IDを導入する際の留意点、
　 合意形成に向けた取り組み
② 電子診療情報の標準と定義
③ EHR の利活用、オーストラリアにおける　　　
　 E-Health の青写真
④ 医療機関をはじめとするステークホルダーに
　 対するインセンティブ
⑤ プライバシーの保護のあり方
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シンポ
ジウム・講演会

シンポジウム・講演会

大学院工学系研究科・工学部

東京大学グローバルCOE シンポジウム
「エネルギー・環境技術を支えるセキュアライフ・エレクトロニクス」

　グローバル COE「セキュアライフ・エレクトロニクス」
主催によるシンポジウム「エネルギー・環境技術を支
えるセキュアライフ・エレクトロニクス」を、 11 月 16、
17 日の２日間、弥生キャンパス 弥生講堂 一条ホールに
て開催いたします。 
　先端エレクトロニクスを通じて将来の安全安心な社会
の構築を目指す「セキュアライフ・エレクトロニクス」は、
エネルギー・環境問題などの諸課題の解決にも大きく貢
献しています。本シンポジウムでは、エネルギー、グリー
ン IT/ICT、将来デバイス、産業戦略・標準化をテーマ
として取り上げ、著名な招待講演者による講演のほかに、
大学院生主導のパネル討論も企画しました。講演および
討論は日本語で行います。皆様のご参加をお待ちしてお
ります。

東京大学グローバル COE「セキュアライフ・エレクト
ロニクス」主催　シンポジウム
エネルギー・環境技術を支えるセキュアライフ・エレク
トロニクス
日程：11 月 16 日（火）、17 日（水）
場所：弥生キャンパス　弥生講堂 一条ホール

■　招待講演（敬称略）
オープンシステムの問題に如何に対処するか？オープンシステムの問題に如何に対処するか？
所 眞理雄　（株）ソニーコンピュータサイエンス研究所
Smarter Planet 構想の来た道、行く道Smarter Planet 構想の来た道、行く道
岩野　和生　 日本アイ・ビー・エム（株）

スマートグリッドとは　－韓国の状況を例として－スマートグリッドとは　－韓国の状況を例として－
朴　鍾根　　 ソウル大学
エネルギーと情報のシステム統合エネルギーと情報のシステム統合
山地　憲治　 （財）地球環境産業技術研究機構
国際標準，知的財産，市場創造国際標準，知的財産，市場創造
Leonardo Chiariglione 　　CEDEO.net

■　本グローバルＣＯＥメンバーによる講演
＜「セキュアライフ・エレクトロニクス」の新たな展開＞
保立　和夫
＜エネルギー＞
横山　明彦　　岡田　至崇　　相田　仁
＜グリーン IT/ICT ＞
桜井　貴康　　江崎　浩
＜将来デバイスプラットフォーム＞
平本　俊郎　　年吉　洋　　
加藤　雄一郎　　染谷　隆夫
＜産業戦略／標準化＞
竹内　健　　　翁長　久　　日高　邦彦

■　大学院生企画によるパネル討論
■　本グローバルＣＯＥメンバーによるポスター発表
（於　弥生講堂アネックス セイホクギャラリー）

組織委員長：保立　和夫（電気系グローバルＣＯＥ拠点
リーダー）
プログラム委員長：平本　俊郎
問い合わせ先：電気系 COE支援オフィス
Tel : 03-5841-6793　FAX：03-5841-1160
E-mail : coe21@ee.t.u-tokyo.ac.jp

プログラムなどの詳細はホームページ　http://www.
ee.t.u-tokyo.ac.jp/gcoe/　をご参照ください。
また、ホームページより参加登録をお願いいたします（当
日参加も可能です）。
参加費は無料です。

シンポジウム・講演会

生物生産工学研究センター

シンポジウム「微生物代謝研究におけるケミ
カルバイオロジーの最前線」開催のお知らせ

　生物生産工学研究センターでは下記の要領でシンポジ
ウムを開催します。参加申込は不要です。多くの皆様の
ご参加をお待ちしております。

日時：12 月８日（水）13:00 ～ 18:00
場所：弥生講堂一条ホール（講演）
　　　弥生講堂アネックスセイホクギャラリー（18:00
　　　より懇談会）
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講演内容：
西山　真（本学生物生産工学研究センター）
「アミノ酸生合成におけるタンパク質によるアミノ基修
飾の普遍性」

濱野吉十（福井県立大学）
「ホモポリアミノ酸構造を有する天然生理活性物質の生
合成機構と有用物質生産への展開」

尾仲宏康（富山県立大学）
「抗生物質生産における酵素反応機構の多様性～ビスイ
ンドール抗生物質を例に～」

豊増知伸（山形大学）
「糸状菌の高機能キメラ型ジテルペン合成酵素」

及川英秋（北海道大学）
「生物活性物質の骨格合成酵素を利用した誘導体合成を
目指して」

葛山智久（本学生物生産工学研究センター）
「放線菌の生合成マシナリーを利用した生物活性物質の
生産を目指して」

長田裕之（理化学研究所）
「微生物の生合成能力を活用したケミカルバイオロ
ジー」

小竹良彦（エーザイ（株））
「抗腫瘍活性天然物プラジエノライドの発見と創薬研
究」

懇談会会費：2000 円（予定、当日受付）
懇談会参加申込：辻田（tsujita@ofc.a.u-tokyo.ac.jp）
問合わせ先：生物生産工学研究センター細胞機能工学研
究部門　葛山智久（utkuz@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp）

お知らせ
お知らせ
大学院農学生命科学研究科・農学部

演習林の広報誌「科学の森ニュースNo.51」
の発行

　「科学の森ニュース」は３ヶ月に１回発行している演
習林の広報誌で、９月10日（金）にNo.51を発行しました。
演習林の最近の話題を始め、動植物を紹介するシリーズ

やコラムも載っています。広報センター、農学部正門、
農学系事務部、弥生講堂等で配布している他、演習林の
ホームページからもご覧になれます。

～ 科学の森ニュース No.51 目次 ～
【トピックス】
 田無試験地 80 周年記念出版

田無試験地
 全学体験ゼミナール特集！

教育推進委員会
【クローズアップ】
 自然環境デザインスタジオ

秩父演習林
【演習林のイベントダイジェスト】
【科学の森の動植物紹介】
 アカボシゴマダラ　　　　　　　　　　　田無試験地
【名所・名物案内】
 竹の“花咲かじいさんの灰”を発見！？

千葉演習林　久本洋子

演習林のホームページ
http://www.uf.a.u-tokyo.ac.jp/

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「教養学部報」第 532（10 月 6日）号の発行
 ――教員による、学生のための学内新聞――

　「教養学部報」は、教養学部の正門傍、掲示板前、学
際交流棟ロビー、15 号館ロビー、図書館ロビー、生協
書籍部、駒場保健センターで無料配布しています。バッ
クナンバーもあります。
　第 532 号の内容は以下のとおりとなっていますので、
ぜひご覧ください。

豊田太郎：化学反応で駆動するフラスコを創る
大川祐司：超弦理論の弦は何からできているのか？
石井洋二郎：第三期運営諮問会議第三回会議報告
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松本眞　：〈時に沿って〉に替えて～明日の神話
――第三次世界内戦を振り返って
網野徹哉：球速アップゼミ参加記
増田建　：駒場地区での高校生のためのオープンキャン
パス 2010 の実施について
遠藤秀紀：博物館――死から知への闘い――
太田邦史：〈本の棚〉深代千之、川本竜史、石毛勇介、
若山章信　著『バイオメカニクスで読み解く「スポーツ
動作の科学」』

〈時に沿って〉
新井宗仁：初心にかえる
滝沢進也：各地を転々と
矢島潤一郎：教育・研究は現場で起きている！
平岡秀一：将来の自分への投資
澁谷憲悟：猶予期間
筒井賢治：二十回めの夏
Fukunaga　Alex：賢いロボットを創る
岡澤厚　：研究者が出来上がるまでの人生
岡ノ谷一夫：文科と理科の狭間で

オルガン委員会：第 119 回オルガン演奏会
駒場友の会：第 10 回演奏会（ハープ、フルート）

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

特別展「真空から生まれる科学と技術　―アリスト
テレスからカミオカンデまで―」

　10 月 16 日 ( 土 ) より駒場博物館では、特別展「真空
から生まれる科学と技術－アリストテレスからカミオカ
ンデまで－」を開催いたします。　
　人類は、洋の東西を問わず真空をめぐる思考を積み重
ねており、それが実在するか否かは、ときに自然に関す
る学問の中心的な課題ともなりました。近代以降、技術
の発展により実際に真空をつくることが可能になると、
新たな機器や研究が生み出され、学術面で電子やエック
ス線の発見をもたらしたほか、電球、レントゲン写真、
真空管などの豊かな技術的応用への道も開かれます。第
二次大戦後には、戦時中に進展した真空技術の成果が多
くの分野で活用され、食品からクリーン・エネルギーに
至るまでの幅広い応用を生むことになりました。
　本展覧会では、真空に関わる科学と技術の歴史をたど
りながら、学問的な関心と技術の進展の多様な結びつき
のかたちを明らかにする展示を行います。とくに、近代
以降、人類が真空を実際に手にしてからの、真空を媒介
とした科学と技術の結びつきの変遷や、日本における展
開について、実際に用いられた資料をもとに明らかにし
ていきます。　

会　期 10 月 16 日（土）～ 12 月５日（日） 
開館時間 10：00 ～ 18：00（入室は 17：30 まで） 
休館日 毎週火曜日（ただし 11 月 23 日は開館） 
入館料 無料 
問合せ先　TEL : 03-5454-6139　FAX：03-5454-4929
URL　http://museum.c.u-tokyo.ac.jp/exihibition.
html#vacuum

お知らせ
附属図書館

特別展示会「総合図書館貴重書展：原資料の
保存と電子化による情報発信」

　東京大学総合図書館は、南
なんき

葵文庫（紀州徳川家の旧蔵
書）や鷗外文庫（森鷗外の旧蔵書）など、多くの貴重な
コレクションを所蔵しており、それらのうち一部は電子
化していますので、ホームページから自由にみることが
できます。今回の展示は、電子化した貴重書の原資料を
ご覧いただくために開催いたします。数多くの貴重書か
ら展示資料を選ぶにあたって、４つのテーマ（浄瑠璃、
随筆・絵図・絵巻、漢籍・漢詩、物語）を設け、約 60
点を展示いたします。『百鬼夜行図』、『子子子子子子（ね
このこのこねこ）』（雪舟が涙でネズミを描いた逸話）な
ど、なじみのある資料も展示しています。
　展示会のサブタイトルは「原資料の保存と電子化によ
る情報発信」としました。資料の保存と利用提供という
図書館の果たすべき役割は、資料のかたちが様々になっ
ても変わらぬものと思います。学術研究の発展に伴う情
報媒体の多様化に応じた適切な利用環境を提供できるよ
う今後も努めたいと思います。ご観覧をよろしくお願い
いたします。
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期　日：　10 月 29 日（金）～ 11 月 14 日（日）
　　　　　（土・日・祝日も開催）
時　間：　9:00 ～ 17:00
場　所：　総合図書館３階ロビー（入場無料）

お知らせ
教育・学生支援部、大学院人文社会系研究科・文学部、大学院
教育学研究科・教育学部、大学院理学系研究科・理学部

進路セミナー『「学校の先生」という仕事』
開催のお知らせ

　これから先生になりたい、将来なるかもしれないと、
教職に興味を持っている学生を対象に、本学卒業の現役
の「学校の先生」を招き、下記のとおりセミナーを開催
します。
　現場の生の声を聞くことができる良い機会ですので、
関心のある学部生（駒場１、２年生を含む）、大学院生
の皆様は、是非ご参加ください。

日時：11 月５日（金）
　　　18：00 ～ 19：30
会場：本郷キャンパス　小柴ホール（理学部１号館）
【お問合せ先】
理学部学務課　内線 24008

お知らせ
情報基盤センター

柏で開催！「はじめての論文の探し方」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　情報基盤センター図書館電子化部門では、「“はじめて
の論文の探し方”ガイダンス」など４つの講習会を柏図
書館との共催で実施します。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。
　予約優先です。お早めにお申込みください。空きがあ

れば当日参加もOKです。
　柏キャンパスの皆様、ぜひご参加ください！

■ 11/5（金）15:00 ～ 16:00　はじめての論文の探し方
　「文献検索は初めて」という初心者の方向けに、図書、
雑誌、日本語論文（CiNii）、英語論文（Web of Science）
の基本的な探し方、自宅からデータベースや電子ジャー
ナルを使う方法を実習します。

■ 11/9（火）15:00 ～ 16:00　eol 企業情報データベース
　有価証券報告書を全文検索・閲覧できる企業情報デー
タベース「eol」の講習会です。企業検索や、企業ラン
キング表示などもできます。就活にも役立つ！

■ 11/11（木）15:00 ～ 16:00　はじめてのWeb of 
Science
　Web of Science は、全分野の主要な学術雑誌に掲載
された論文のデータベースです。Web of Science 初心
者の方向けに、基本的な検索方法をじっくり説明します。

■ 11/17（水）15:00 ～ 16:00　Web of Science 応用編
　＆ インパクトファクターミニ講座
　全分野の主要学術雑誌に掲載された論文のデータベー
ス「Web of Science」の検索テクニックや引用分析など
便利な機能をコンパクトに解説、学術雑誌のインパクト
ファクターの調べ方も実習します。初めての方も歓迎！

●会　場：
　柏キャンパス　柏図書館１階
　ラーニングサポートサービス
（先着 22 名　事前予約の方優先）
※希望者 12 名まで備付 PC利用可
※持込 PC利用可（無線 LAN利用可能なもの）

●参加費：　無料

●申込み先：
学術情報リテラシー係（literacy * lib.u-tokyo.ac.jp）宛
てに、以下のメールをお送りください。
（* は @に置き換えて送信してください。）
Subject（件名）：　柏ガイダンス参加希望
本文：　（1）参加希望講座 （2）氏名 （3）身分 （4）所属
      　　（5）講師への質問 （6）PC持込みの可否
　　　　（7）ECCS アカウントの有無
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●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

お知らせ
大学院教育学研究科・教育学部

第６回公開講座「うつ病からの回復を目指して」
～正しい理解に基づく治療と援助～

　教育学研究科附属心理教育相談室（室長 中釜洋子教
授）では、臨床心理学の現場で向き合っている様々なケー
スのなかで、当相談室でも受けることがある問題を広く
ご理解いただきたいと考え、毎年秋に公開講座を開催し
ております。６回目となる今回は、うつ病を取り上げま
す。そううつ病を含めれば、日本国内では約 100 万人の
人々がこの病に苦しんでいます。現代は「うつ病の時代」
と言われ、誰もがストレス社会の中でうつ病を患う可能
性を持っています。また、うつ病に伴う自殺の問題は国
民的課題になっており、このような事態においてうつ病
を正しく理解し、適切に対応することが必要となってい
ます。
　そこで、今回の講座では、日本うつ病学会前理事長、
防衛医科大学の野村総一郎先生に、うつ病の正しい理解
の仕方についてお話いただきます。また、うつ病は他の
身体疾患を併発することもありますので、総合病院で他
科とリエゾンしながらうつ病の治療にあたっておられる
中嶋義文先生に一般医療の観点から、うつ病への適切な
対応をお話しいただきます。講座後半では本学教員を交
えてディスカッションを実施いたします。この問題に関
心のある方々にご参加いただき、共にうつ病についての

理解を深める機会にできればと考えております。

日時：日時：11 月７日（日）　14：00 ～ 17：00
場所：場所：本郷キャンパス　赤門総合研究棟A200 番教室
プログラムプログラム（敬称略）：
•司会 
高橋　美保 
（東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース専任講師）
•開会挨拶 
中釜　洋子 
（東京大学大学院教育学研究科臨床心理学コース教授
心理教育相談室）
•第一部（14：10 ～ 15：50）
• 講演 「うつ病の理解と対応」 
野村　総一郎 
（防衛医科大学校精神医学講座教授 /
防衛医科大学校病院副院長）
•講演 「うつ病の治療と援助の間－一般医療の経験から」 
中嶋　義文 
（東京大学大学院教育学研究科客員教授 /
三井記念病院　精神科部長）
•第二部
• ディスカッション 「うつ病からの回復を目指して」 
野村　総一郎
中嶋　義文 
下山　晴彦（東京大学大学院教育学研究科臨床心理学
コース教授）

定員：定員：100 名（要事前予約）
入場料：入場料：無料
申込期間：申込期間：９月 20 日（月）～ 11 月５日（金）（定員に
達した場合には終了）
申込方法：申込方法：
●ホームページより
PC：http://www.p.u-tokyo.ac.jp/soudan/ 
携帯：http://www.wapapa.jp/p/
※携帯電話からは、下記のバーコードから申込ページへ
のアクセスも可能です。

● FAX：03-3818-0459（申込専用・24 時間受付）
記載事項：氏名・氏名フリガナ・電話番号・FAX番号・
職種
問い合わせ：問い合わせ：TEL 03-3818-0439
　　　　　　（平日 10：00 ～ 16：00）
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お知らせ
情報基盤センター

「はじめてのCNKI ～中国語論文を探すには～」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

　レポート・論文・ゼミ発表で、文献探しや文献整理に
困っていませんか？
　情報基盤センター図書館電子化部門では、“情報探索
ガイダンス”各種コースを実施しています。
　実際にパソコンを操作しながら実習するので、わかり
やすいと大変好評です。
　本学にご所属であれば、学生・教職員を問わず、どな
たでも参加できます。ぜひご参加ください。

■ 11/10（水）16:00 ～ 17:00■ 11/10（水）16:00 ～ 17:00
　Web of Science 応用編　Web of Science 応用編
　＆ インパクトファクターミニ講座　＆ インパクトファクターミニ講座
　全分野の主要学術雑誌に掲載された論文のデータベー
ス「Web of Science」の検索テクニックや引用分析など
便利な機能をコンパクトに解説、学術雑誌のインパクト
ファクターの調べ方も実習します。初めての方も歓迎！

■ 11/12（金）15:00 ～ 16:00■ 11/12（金）15:00 ～ 16:00
　はじめての CNKI ～中国語論文を探すには～　はじめての CNKI ～中国語論文を探すには～
　【新コース】　【新コース】
　「CNKI を使うのは初めて」という初心者の方向けに、
CNKI（中国学術情報データベース）の基本的な使い方
を実習します。（日本語による講習です。）

■ 11/18（木）15:00 ～ 16:00■ 11/18（木）15:00 ～ 16:00
　CiNii で国内の論文検索 ＆ RefWorks ですっきり整理　CiNii で国内の論文検索 ＆ RefWorks ですっきり整理
　【新コース】　【新コース】
　日本国内の雑誌論文の代表的なデータベース「CiNii」
（サイニィ）の使い方をコンパクトに解説した後、著者
名やタイトルなどの論文情報を CiNii から文献管理ツー
ル「RefWorks」に取り込み、論文リストを作成する方
法を実習します。

■ 11/19（金）15:00 ～ 16:00■ 11/19（金）15:00 ～ 16:00
　eol 企業情報データベース　eol 企業情報データベース
　有価証券報告書を全文検索・閲覧できる企業情報デー
タベース「eol」の講習会です。企業検索や、企業ラン
キング表示などもできます。就活にも役立つ！

■ 11/26（金）15:00 ～ 16:00　文献検索早わかり■ 11/26（金）15:00 ～ 16:00　文献検索早わかり
　図書、電子ジャーナル、日本語論文（CiNii）、英語論
文（Web of Science）、新聞記事など、各種文献の探し
方を、まとめてコンパクトに解説します。

■ 11/30（火）16:00 ～ 17:00■ 11/30（火）16:00 ～ 17:00

　電子ジャーナルで論文入手＆ RefWorksですっきり整理　電子ジャーナルで論文入手＆ RefWorksですっきり整理
　これを知っていれば論文の収集・整理が効率アップ！
電子ジャーナルで論文を入手する方法と、著者名やタイ
トルなどの論文情報を各種の電子ジャーナルから文献管
理ツール「RefWorks」に取り込み、論文リストを作成
する方法を実習します。

月 火 水 木 金
11/1 11/2 11/3 11/4 11/5

15:00-16:00
はじめて
の論文の
探し方
（柏）※

11/8 11/9
15:00-16:00
eol
企業情報
（柏）※

11/10
16:00-17:00
Web of 
Science
応用編

11/11
15:00-16:00
はじめての
Web of 
Science
（柏）※

11/12
15:00-16:00
はじめての
CNKI
中国語論文
を探すには

11/15 11/16 11/17
15:00-16:00
Web of 
Science
応用編
（柏）※

11/18
15:00-16:00
CiNii ＆
RefWorks

11/19
15:00-16:00
eol
企業情報

11/22 11/23 11/24 11/25 11/26
15:00-16:00
文献検索
早わかり

11/29 11/30
16:00-17:00
電子
ジャーナル
＆ efWorks

（※）別記事「柏で開催！『はじめての論文の探し方』
ほか“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ」
参照

●会場：●会場：本郷キャンパス総合図書館１階講習会コーナー

●参加費：●参加費：無料

●予約不要●予約不要　各回先着 12 名。直接ご来場ください。

●ご希望の日時・内容でオーダーメイド講習！●ご希望の日時・内容でオーダーメイド講習！
　オーダーメイドの講習会を、随時承っています。（無料）
　詳細は下記サイトをご参照ください。
（http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/shuccho.html）

● Litetopi メールマガジン発信中！● Litetopi メールマガジン発信中！
　本学所属の方を対象に、データベースのニュースや講
習会のご案内などをお届けします。配信ご希望の方は、
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下記アドレスまでメールでご連絡ください。（無料）

　　　　　　　　literacy@lib.u-tokyo.ac.jpliteracy@lib.u-tokyo.ac.jp

●お問い合わせ：●お問い合わせ：
学術情報リテラシー係 03-5841-2649（内線：22649）
literacy * lib.u-tokyo.ac.jp 
（* は @に置き換えて送信してください。）
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

 

お知らせ
大学院総合文化研究科・教養学部

「第 61 回駒場祭」開催のお知らせ

　駒場祭は今年で 61 回目を数える東京大学教養学部所
属の１・２年生が中心となって行われる学園祭です。
　毎年、色とりどりの模擬店やバンド演奏、様々なサー
クルによる企画をはじめ、大人も子供も楽しめる体験型
の展示、教員による公開講座など数多くの企画が行われ
ています。
　今年のテーマは「Across the University」です。これ
には、駒場祭でキャンパス全体にわたって展示や模擬店
など様々な企画が行われるイメージと、大学という日常
の向こう側に自分たちの思い思いのものを創る、という
意味が込められています。

●日時：11月 21日（日）9：00 ～ 18：00
（中夜祭のみ 19 時まで） 　　　

　　　　11月 22日（月）9：00 ～ 18：00
　　　　11月 23日（火・祝）9：00 ～ 17：00

●会場：東京大学駒場Ⅰキャンパス

●企画の紹介
・　公開講座
　東京大学の知を発信する場として公開講座は位置付け
られています。今年は東京大学に所属する文理様々な 5
人の先生方を招いて講座を開いていただく予定です。講
義形式も先生によって異なり、講義を行った後に質疑を
集める形式や、少人数でのゼミ形式などが過去には行わ
れました。今年は双方向性ということにより焦点を当て、

東大の現役教授と来場者の方の交流を増やしていけるよ
うな講座を目指しています。

・　駒場祭特別講演会「はやぶさ」
　2003 年５月に小惑星イトカワの探査に出発し、2010
年 6 月 13 日に地球に帰還した探査機「はやぶさ」のプ
ロジェクトマネージャーである JAXAの川口淳一郎先
生をお招きし、講演を行っていただきます。
足掛け７年に渡る「はやぶさ」の長旅や、「はやぶさ」
開発にまつわる貴重なお話をしていただく予定です。
　その他、400 以上の企画があります。是非お越しくだ
さい！

●お問い合わせ
駒場祭委員会
電話：03-5454-4349（内線：44349）
ホームページ：http://www.a103.net/komabasai/
メール：kfc ＠ a103.net
twitter：@kfc61（駒場祭委員会公式 twitter）
@komakkero（こまっけろの twitter）
教養学部等学生支援課学生支援係
電話：03-5454-6072（内線：46072）
メール：shien-kakari@adm.c.u-tokyo.ac.jp

駒場祭公式マスコットキャラクター「こまっけろ」

昨年度の正門の様子
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お知らせ
大学院農学生命科学研究科・農学部

第 39 回東京大学農学部公開セミナー

　大学院農学生命科学研究科・農学部では、以下の要領
でセミナーを開催します。無料で、どなたでも参加でき
ます。多くの方のご来場をお待ちしております。

第 39 回 東京大学農学部公開セミナー
『農学から生物多様性をみる』『農学から生物多様性をみる』

講 演 者：生圏システム学専攻　鷲谷　いづみ　　教授
　　　　  水圏生物科学専攻　　古谷　　　研　　教授
　　　　  森林科学専攻　　　　寳月　　岱造　　教授

司　　会：応用生命化学専攻　　三坂　巧　准教授

日  　時：11 月 27 日（土）13:30 ～ 16:30
場  　所：東京大学弥生講堂・一条ホール
（東京都文京区弥生１－１－１）
地下鉄南北線   「東大前」下車  徒歩１分
地下鉄千代田線 「根  津」下車  徒歩７分
対　　象：一般（どなたでも参加できます）
定　　員：300 名（当日先着順、事前登録不要）
参 加 費：無料
問合せ先：東京大学農学系総務課 総務チーム
総務・広報情報担当
電話　03-5841-5484 ／ 8179
mail  koho@ofc.a.u-tokyo.ac.jp

※　受講証を発行いたします。
ご希望の方は、120 円切手をご持参の上、
当日受付でお申込ください。

主　　催：大学院農学生命科学研究科・農学部
共　　催：（財）農学会

お知らせ
大学院理学系研究科・理学部

第 69 回小石川植物園市民セミナーのご案内

　小石川植物園後援会が主催する第 69 回小石川植物園
市民セミナーが下記の通り開かれます。今回は、本学大
学院理学系研究科の野口航准教授による、植物の呼吸に
関する講演です。植物も動物と同様に、呼吸をして暮ら
しています。植物の呼吸には、動物と変わらない面もあ
りますが、植物固有の特徴も見られます。植物の呼吸が
どういう点でユニークなのか、それにはどんな意味があ

るのか、植物生理学・生態学の最新の知見に触れられる
絶好の機会です。本学関係者に限らず、どなたでも参加
できます。どうぞ皆様お誘い合わせの上、是非ご参加下
さいますよう、ご案内申し上げます。

講師：野口 航（東京大学大学院理学系研究科）
演題：「植物の呼吸について」
日時：11 月 27 日（土）14：00 ～ 16：00
場所：理学系研究科附属植物園本園（小石川植物園）柴
　　　田記念館
参加費：無料（但し、一般の方は入園料が必要です）
参加申込方法：11 月 18 日までに、往復葉書または電子
メールにて後援会までお申し込み下さい。返信葉書ない
し返信メールが招待状となります。なお参加ご希望多数
の際は、お申し込み順に従い受付が締め切られることが
あります。悪しからずご了承下さい。

主催・参加申込先：
      〒 112-0001　文京区白山 3-7-1
　　東京大学大学院理学系研究科附属植物園内
　　小石川植物園後援会
　　koishikawa-koenkai@koishikawa.gr.jp
問い合わせ先：
      理学系研究科附属植物園
　　杉山宗隆准教授（03-3814-0368）
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人事異動（教員）
連 絡事 務

発令日、部局、職、氏名（五十音）順

発令日 氏名 異動内容 旧　（現）　職等
（退　　職）

22.9.22 大島　資生 辞　職 国際本部准教授
22.9.30 山室　惠 任期満了 大学院法学政治学研究科教授
22.9.30 名川　弘一 辞　職 大学院医学系研究科教授
22.9.30 澤　進一郎 辞　職 (熊本大学大学院自然科学研究科教授 ) 大学院理学系研究科准教授
22.9.30 宮下　志朗 辞　職 大学院総合文化研究科教授
22.9.30 WEISS GEORG 

SEBASTIAN
辞　職 大学院数理科学研究科准教授

22.9.30 森　武俊 辞　職 (大学院医学系研究科特任准教授 ) 大学院情報理工学系研究科准教授
22.9.30 束田　進也 辞　職(気象庁地震火山部地震津波監視課調査官) 地震研究所附属地震火山情報センター准教授
22.9.30 遠藤　仁 辞　職 物性研究所附属中性子科学研究施設准教授

(採　　用）
22.10.1 有川　正俊 空間情報科学研究センター教授 空間情報科学研究センター特任教授
22.10.1 沖野　眞已 大学院法学政治学研究科教授 一橋大学大学院法学研究科教授
22.10.1 後藤　元 大学院法学政治学研究科准教授
22.10.1 細野　ひろみ 大学院農学生命科学研究科准教授 京都大学大学院農学研究科特定准教授（寄附講座）
22.10.1 林　正義 大学院経済学研究科准教授 一橋大学大学院経済学研究科准教授
22.10.1 小川　浩之 大学院総合文化研究科准教授
22.10.1 小方　直幸 大学院教育学研究科准教授 広島大学高等教育研究開発センター教授
22.10.1 片山　勝茂 大学院教育学研究科准教授
22.10.1 ABBES 

AHMED
大学院数理科学研究科教授

22.10.1 高木　利久 大学院新領域創成科学研究科教授 情報・システム研究機構ライフサイエンス統合デー
タベースセンター教授

22.10.1 野村　政宏 生産技術研究所附属マイクロナノメカトロニク
ス国際研究センター准教授

ナノ量子情報エレクトロニクス研究機構特任助教

22.10.1 手嶋　政廣 宇宙線研究所教授
（昇　　任）

22.10.1 寺澤　盾 大学院総合文化研究科教授 大学院総合文化研究科准教授
22.10.1 河村　正二 大学院新領域創成科学研究科教授 大学院新領域創成科学研究科准教授

（配 置 換）
22.10.1 六川　修一 人工物工学研究センター教授 大学院工学系研究科教授
22.10.1 五神　真 大学院理学系研究科教授 大学院工学系研究科附属光量子科学研究センター教授
22.10.1 玄田　有史 社会科学研究所教授 社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研

究センター教授
22.10.1 仁田　道夫 社会科学研究所附属社会調査・データアーカイ

ブ研究センター教授
社会科学研究所教授

22.10.1 生田　幸士 先端科学技術研究センター教授 大学院情報理工学系研究科教授
※退職後又は採用前の職等については、国の機関及び従前国の機関であった法人等のみ掲載した。
　東京大学における教員の任期に関する規則に基づく専攻、講座、研究部門等の発令については、記載を省略した。
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特集
02 平成22年度秋季学位記授与式・卒業式
08 平成22年度秋季入学式
17 卒業生のための新プログラムスタート！

NEWS
21 本部人材育成課

「事務職員等の人事・組織・業務の改善に関する職
員アンケート調査」の実施について
一般ニュース

21 本部管理課
柏インターナショナルロッジで日本文化体験イベン
トを開催

22 本部環境安全課
「東京都・文京区合同総合防災訓練」開催される

23 産学連携本部
平成 22年度第 1回東京大学産学連携協議会 アドバ
イザリーボードミーティング開催される

23 本部奨学厚生課
本郷第二食堂及び銀杏メトロ食堂リニューアル

24 地球観測データ統融合連携研究機構（EDITORIA）
Ｇ空間 EXPO　（“いつ・どこ情報”で暮らしが変わ
る、未来を創る）が開催される

25 海洋アライアンス
第 11 回海洋アライアンス・イブニングセミナー開
催

25 本部留学生・外国人研究者支援課
株式会社アサツー ディ・ケイ代表創業者と東京大学
アサツー ディ・ケイ中国育英基金奨学生秋季修了者、
本学関係者の懇談会の開催

26 本部奨学厚生課
豊島学寮・白金学寮が閉寮

部局ニュース
26 総合研究博物館

放射性炭素年代測定室が博物館に所属
27 情報基盤センター

「スーパーコンピュータの最前線を体験しよう！」
が開催される

27 大学院工学系研究科・工学部
第４回SEL 成果発表会が開催される

28 大気海洋研究所
「設立・新研究棟竣工披露記念式典、施設見学会、
祝賀会」開催

29 大学院工学系研究科・工学部
イアエステ (IAESTE) 研修生歓迎会の報告

30 情報基盤センター
学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠点第１回
シンポジウム開催される

30 大学院教育学研究科・教育学部
京都大学教育学部と合同市民公開講座（進路セミ
ナー）を開催

31 東洋文化研究所
平成 22年度漢籍整理長期研修を実施

32 大学院教育学研究科・教育学部
シンポジウム「新たなカリキュラムの形成：これま
での研究・実践・政策を踏まえて展望する」を開催

32 大学院農学生命科学研究科・農学部
第 12回森林管理技術賞を受賞

33 東洋文化研究所
「近現代の日本・イラン関係についての文書」展を
開催

コラム
34 新連載　～総長通信～President's Improvisation
35 新連載　決算のDOOR～数字が語る東京大学
35 ASIAN DIVERSITY  No. 2
36 FOREST  NOW　「行動シナリオ進行中」　
37 Policy + alt　vol.13
38 Crossroad　産学連携本部だより　vol.59
39 ケータイからみた東大 ～帰ってきた東大ナビ通信 !～ No.4
40 インタープリターズバイブル　vol.39
40 PCリユースのわ　第 12回
41 コミュニケーションセンターだより No.70
41 Relay Column「ワタシのオシゴト」　第56回

INFORMATION
シンポジウム・講演会

42 大学院工学系研究科・工学部
東京大学グローバル COE シンポジウム「エネル
ギー・環境技術を支えるセキュアライフ・エレクト
ロニクス」

42 生物生産工学研究センター
シンポジウム「微生物代謝研究におけるケミカルバ
イオロジーの最前線」開催のお知らせ
お知らせ

43 大学院農学生命科学研究科・農学部
演習林の広報誌「科学の森ニュースNo.51」の発行

43 大学院総合文化研究科・教養学部
「教養学部報」第 532(10 月６日 ) 号の発行
――教員による、学生のための学内新聞――

44 大学院総合文化研究科・教養学部
特別展「真空から生まれる科学と技術　―アリスト
テレスからカミオカンデまで―」

44 附属図書館
特別展示会「総合図書館貴重書展：原資料の保存と
電子化による情報発信」

45 教育・学生支援部、大学院人文社会系研究科・文学部、
大学院教育学研究科・教育学部、大学院理学系研究科・
理学部
進路セミナー『「学校の先生」という仕事』開催の
お知らせ

45 情報基盤センター
柏で開催！「はじめての論文の探し方」ほか“情報
探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

46 大学院教育学研究科・教育学部
第６回公開講座「うつ病からの回復を目指して」
～正しい理解に基づく治療と援助～

47 情報基盤センター
「はじめてのCNKI ～中国語論文を探すには～」ほか
“情報探索ガイダンス”各種コース実施のお知らせ

48 大学院総合文化研究科・教養学部
「第 61回駒場祭」開催のお知らせ

49 大学院農学生命科学研究科・農学部
第 39回東京大学農学部公開セミナー

49 大学院理学系研究科・理学部
第 69回小石川植物園市民セミナーのご案内

事務連絡
50 人事異動（教員）

淡青評論
52 学会活動の公益性

◆表紙写真◆
　平成 22年度秋季学位記授与式・卒業式のひとこま
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（淡青評論は、学内の教職員の方々にお願いして、個人の立場で自由に意見を述べていただく欄です。）

 　この「学内広報」の記事を転載・引用する場合には、事前に
広報室の了承を得、掲載した刊行物若干部を広報室までお送り
ください。なお、記事についての問い合わせ及び意見の申し入
れは、本部広報課を通じて行ってください。
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東京大学広報室
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東京大学本部広報課
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学会活動の公益性

　筆者も、近年、小さな学協会の運営に係わるようになって、会員数や収入の減少という課題に直面せざるを
得なくなっている。ここにきて、更に増えた課題が、平成 20 年 12 月に施行された新しい公益法人制度への対
応である。法律の条文によれば、公益目的事業とは、「学術、技芸、慈善その他の公益に関する別表各号に掲
げる種類の事業であって、不特定かつ多数の者の利益の増進に寄与するもの」となっており、別表各号の第一
番目は、「学術及び科学技術の振興を目的とする事業」である。学術振興を目的として設立され、活動してい
る学協会の立場では、学会活動の総体を公益活動と考えるのが普通であろう。
　公益法人認定や一般社団法人への登記などの準備作業が、日常的な学会運営の仕事に加わることもさること
ながら、学会活動の公益性を個別的な事業項目ごとに理由づけしなければならないことに大きな違和感を覚え
る。公益事業以外の収益事業と分類される学会活動においても、収益は、学会誌刊行やホームページ維持など
の会費収入では赤字となってしまう活動の補填に使われている事例が大半であり、これによって財をなした例
は身近には見聞したことがない。また、帳簿上は黒字となっている事業項目においても、黒字は、活動を支え
ている学会員のボランティア精神により生み出されていることが多い。
　個々の研究者が活動する目的は不特定多数の者の利益の増進のみとは思われないが、学会員の集団としての
学会活動は、人類共通の財産である「知」を守り、育てるものに他ならない。学協会活動の活性化は、我が国
の学術振興や技術開発におけるグローバルなリーダーシップを維持する土壌を豊かにすることである。学会運
営に携わる一研究者として、学術会議等の公的機関より学術団体としての認定がなされていれば、学協会の活
動全体に公益認定が得られるような仕組みに変えていただくことを希望してやまない。

岡野達雄（生産技術研究所）

　様々な学術分野の発展に呼応して、多数の学協会が国内に設立され、活動
している。いずれも「わが国の学術の発展に寄与することを目的とする」と
いうような条文を定款に掲げ、設立の目的が学術の振興と普及にあることは
疑いない。大多数の学協会の運営では、事務局スタッフでは手不足で、大学、
公的研究機関、民間企業・団体から委員や役員として加わっている多くの学
会員の協力で成り立っている。学会本部の所在地が東京地区に偏在している
ためもあり、本学においても、多数の教員が学会運営に携わり、年間を総計
すれば極めて多くの時間と労力が注がれていると思われる。
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